
勝浦漁港 流通構造改革拠点漁港整備事業の概要 
 

 

１．趣  旨 

消費者へ新鮮で安心な水産物を安定的に供給するため、衛生管理

の高度化、生産・流通の効率化の推進に取組み、産地の競争力の強

化を図るものである。 

 

 

２．事業内容 

  勝浦漁港において、ソフト施策と連携しつつ、生産・流通の効

率化、品質・衛生管理の高度化等に資する施設整備を実施。 

 

 ○ 高度な衛生管理ができる荷さばき所・陸揚げ施設を整備し、

力強い産地づくりを推進する。 

 

 ○ 市場を集約して、生産・流通を効率化するとともに、高度な

衛生管理を行い、ブランド化に取り組み産地の競争力の強化を

図る。 

 

 

 ○事業期間：Ｈ２０～Ｈ２６ 

○事業主体：和歌山県 

事業内容 

 

 

○-5.0m 岸壁 

○人工地盤 

○荷さばき所 

○清浄海水導入施設 

○鳥獣等進入防止施設 

             等 

 



◎現状と課題
勝浦漁港は、日本屈指の生鮮マグロの水揚げ港と
して知られ、漁業者、漁協職員、仲買人、市場見学
の観光客等の多くの利用者がある。陸揚量は平成７
年の１.５万ﾄﾝをピークに減少しているが、その後
も１.１万ﾄﾝを超える水揚げ量を維持している。
また、消費者ニーズの多様化・高度化や流通環境
の変化、魚価の低迷、燃油価格の高騰など水産業を
取り巻く環境は大変厳しい状況にある。

◎計画方針
衛生管理の高度化、効率化に対応できる荷さばき
所・岸壁を整備するとともに、衛生管理などのソフ
ト対策に取組み、産地の競争力の強化を図る。
◎計画方針
事業期間：H20～H26
事業主体：和歌山県
事業内容：-5.0m岸壁

人工地盤、荷さばき所
清浄海水導入施設
鳥獣等進入防止施設 等

完成イメージ

１Ｆは衛生管理対策をした荷捌施設、屋上は避難所
も兼ねた駐車場施設となる。

荷さばき所(屋上：駐車場)
清浄海水導入施設

-5.0m岸壁

位　置　図

勝浦漁港

和歌山県

勝浦地区流通構造改革拠点漁港整備事業（和歌山県）
～第３種勝浦漁港～

鳥獣等侵入防止施設


